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あとがき
「メン・コン」
昨年から上肢の痛みと闘っている。鎮痛剤で誤魔化せる範囲であるが，原因がわかっ
ているので気持ちが晴れない。目先の仕事で紛らわせても，すぐに落ち込む状態にな
る。心身の弱みに起因するうつ状態を経験し，これが老人性抑うつかしらとも思ってい
た。そのような中，読売交響楽団のコンサートへの招待を受けた。これまでも何度かお
誘いをいただきながら辞退してきたが，今回はある意味で非日常に逃げる気持ちで行く
ことにした。ユージン・ツィガーンという新進気鋭指揮者にも興味があった。天下を狙
うが如く眼光鋭い中堅指揮者に自分にないものを探し求めていたのかも知れない。
楽団に手の届きそうなアリーナ席から見える正面には，大きなパイプオルガンがホー
ル全体と観客を祝福するかのように包み込んでいる。このザ・シンフォニーホールの設
計には，朝比奈隆が深く関与したとのことで，究極ともいえる「残響２秒」を実現した
設計という。かの有名なヘルベルト・フォン・カラヤンをして「ウィーン楽友協会大
ホールに比肩するほどの世界一の音響だ」と言わしめ，ホール舞台に口づけをしたとい
うエピソードが残る。観客サービスに徹したデザインは，舞台を囲むような座席配置に
も現れている。当日の私は，身体に滲み入る音に受け身でありたいとの心境で臨んでい
た。やがて，モーツァルトの「フィガロの結婚」序曲が演奏された。演奏会のオープニ
ングとしては申し分のない華やかな曲目であった。引き続く２演目を前に，バイバ・ス
クリデがソロヴァイオリニストとして迎えられた。まもなく始まった２演目の曲はメン
デルスゾーンの協奏曲ホ短調であった。迂闊にも受け身で「メン・コン」を聞いてし
まった。あっ，と思ったときは後の祭りである。第一小節にある揺らぎのような大切な
パートを聞き流したからである。フェルディナント・ダヴィットのために６年もの歳月
と命をかけて作曲されたメン・コンには，哀愁漂うメロディーあり，弾き手の見せ場で
あるカデンツァでの無伴奏独奏あり，子どもの天真 漫さを謳うかのようなアレグロあ
りで，当然のごとくストラディヴァリウスを求める見せ場 れる楽曲である。
全体で３楽章からなるメン・コンは，その昔にアイザック・スターン演奏のレコード
がすり切れるほど親しみ，別の演奏家による同じ曲と聞き比べもした愛曲である。還暦
を過ぎたいま，目の前の１人の演奏家によって十代の思い出が生き生きとフラッシュ
バックさせられ，心地よい涙で喜びに れた。楽器の音（ね）は，人の歌声ほどの個性
がない分，聞き手１人１人の個人的思い入れに抵抗なく共鳴し，過去を蘇らせるのでは
ないだろうか。こんなことを考えながら，認知症患者への介護のあり方と何処か共通す
る部分があると知らされた。
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